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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年1月13日(2011.1.13)

【公開番号】特開2009-128840(P2009-128840A)
【公開日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2009-023
【出願番号】特願2007-306828(P2007-306828)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｈ
   Ｇ０３Ｂ  17/00    　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｇ０３Ｂ  17/00    　　　Ｘ
   Ｇ０３Ｂ  17/02    　　　　
   Ｇ０３Ｂ   7/08    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月17日(2010.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め設定されたフレームレートに従って被写体を順次撮像する撮像手段と、
　装置本体に設けられた回転自在な操作手段と、
　この操作手段の回転を検出する検出手段と、
　この検出手段により前記操作手段の最後の回転が検出されてからの経過時間を計時する
計時手段と、
　前記経過時間が所定時間以上となったか否かを判断する判断手段と、
　前記検出手段により検出された前記操作手段の回転に応じて、前記撮像手段のフレーム
レートを可変設定して順次撮像させるとともに、前記判断手段により前記経過時間が所定
時間以上となったと判断された場合前記撮像手段の動作を停止させる制御手段と、
を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
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　前記検出手段は、前記操作手段の回転角度を検出する回転角度検出手段であり、
　前記制御手段は、前記回転角度検出手段により検出される前記回転角度に応じて、前記
撮像手段のフレームレートを可変設定して順次撮像させることを特徴とする請求項１記載
の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記回転角度検出手段により検出される前記回転角度が大きくなるに
従って、より高いフレームレートを設定することを特徴とする請求項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、前記操作手段の回転速度を検出する回転速度検出手段であり、
　前記制御手段は、前記回転速度検出手段により検出される前記回転速度に応じて、前記
撮像手段のフレームレートを可変設定して順次撮像させることを特徴とする請求項１記載
の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記回転速度出手段により検出される前記回転速度が高くなるに従っ
て、より高いフレームレートを設定することを特徴とする請求項４記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記検出手段による前記操作手段の最初の回転検出に応答して、前記
撮像手段を起動させる起動制御手段を含むことを特徴とする請求項１乃至５の何れかに記
載の撮像装置。
【請求項７】
　装置本体に設けられた回転自在な操作手段と、この操作手段の回転を検出する検出手段
と、設定されたフレームレートに従って被写体を順次撮像する撮像手段とを備える撮像装
置が有するコンピュータを、
　前記検出手段により前記操作手段の最後の回転が検出されてからの経過時間を計時する
計時手段、
　前記経過時間が所定時間以上となったか否かを判断する判断手段、
　前記検出手段により検出された前記操作手段の回転に応じて、前記撮像手段のフレーム
レートを可変設定して順次撮像させるとともに、前記判断手段により前記経過時間が所定
時間以上となったと判断された場合前記撮像手段の動作を停止させる制御手段、
として機能させることを特徴とする撮像制御プログラム。
【請求項８】
　装置本体に設けられた回転自在な操作手段と、この操作手段の回転を検出する検出手段
と、設定されたフレームレートに従って被写体を順次撮像する撮像手段とを備える撮像装
置における撮像制御方法であって、
　前記検出手段が前記操作手段の最後の回転を検出してからの経過時間を計時する計時ス
テップと、
　前記経過時間が所定時間以上となったか否かを判断する判断ステップと、
　前記検出手段が検出した前記操作手段の回転に応じて、前記撮像手段のフレームレート
を可変設定して順次撮像させるとともに、前記判断ステップにて前記経過時間が所定時間
以上となったと判断された場合前記撮像手段の動作を停止させる制御ステップと、
を含むことを特徴とする撮影制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　前記課題を解決するために請求項１記載の発明は、予め設定されたフレームレートに従
って被写体を順次撮像する撮像手段と、装置本体に設けられた回転自在な操作手段と、こ
の操作手段の回転を検出する検出手段と、この検出手段により前記操作手段の最後の回転
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が検出されてからの経過時間を計時する計時手段と、前記経過時間が所定時間以上となっ
たか否かを判断する判断手段と、前記検出手段により検出された前記操作手段の回転に応
じて、前記撮像手段のフレームレートを可変設定して順次撮像させるとともに、前記判断
手段により前記経過時間が所定時間以上となったと判断された場合前記撮像手段の動作を
停止させる制御手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、前記検出手段は、前
記操作手段の回転角度を検出する回転角度検出手段であり、前記制御手段は、前記回転角
度検出手段により検出される前記回転角度に応じて、前記撮像手段のフレームレートを可
変設定して順次撮像させることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、請求項３記載の発明は、上記請求項２記載の発明において、前記制御手段は、前
記回転角度検出手段により検出される前記回転角度が大きくなるに従って、より高いフレ
ームレートを設定することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、請求項４記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、前記検出手段は、前
記操作手段の回転速度を検出する回転速度検出手段であり、前記制御手段は、前記回転速
度検出手段により検出される前記回転速度に応じて、前記撮像手段のフレームレートを可
変設定して順次撮像させることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、請求項５記載の発明は、上記請求項４記載の発明において、前記制御手段は、前
記回転速度出手段により検出される前記回転速度が高くなるに従って、より高いフレーム
レートを設定することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、請求項７記載の発明は、装置本体に設けられた回転自在な操作手段と、この操作
手段の回転を検出する検出手段と、設定されたフレームレートに従って被写体を順次撮像
する撮像手段とを備える撮像装置が有するコンピュータを、前記検出手段により前記操作
手段の最後の回転が検出されてからの経過時間を計時する計時手段、前記経過時間が所定
時間以上となったか否かを判断する判断手段、前記検出手段により検出された前記操作手
段の回転に応じて、前記撮像手段のフレームレートを可変設定して順次撮像させるととも
に、前記判断手段により前記経過時間が所定時間以上となったと判断された場合前記撮像
手段の動作を停止させる制御手段、として機能させることを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、請求項８記載の発明は、装置本体に設けられた回転自在な操作手段と、この操作
手段の回転を検出する検出手段と、設定されたフレームレートに従って被写体を順次撮像
する撮像手段とを備える撮像装置における撮像制御方法であって、前記検出手段が前記操
作手段の最後の回転を検出してからの経過時間を計時する計時ステップと、前記経過時間
が所定時間以上となったか否かを判断する判断ステップと、前記検出手段が検出した前記
操作手段の回転に応じて、前記撮像手段のフレームレートを可変設定して順次撮像させる
とともに、前記判断ステップにて前記経過時間が所定時間以上となったと判断された場合
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前記撮像手段の動作を停止させる制御ステップと、を含むことを特徴とする。
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